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長時間連続記録心電底 (24時間心電函〉は，この本の著者である E.K. Chung 
も最初の頁で述べているように，これまでの10年の関，心・脈管疾患領域で非侵襲
的診断方法としては最もすぐれたものの 1つである。その臨床的応用は Norman 
J. Holter ~こよ予 1949年 8 月記長10ntana で、関かれた State 班edical Associati-
on Meetingで報告された。この Holterの方法は，その後の ME機器の進歩と
ともに患者の双謹脆部誘導の 1ないし 2誘導の日常生活中の心電図を磁気テーフ。
に長時間記録し，後でこのテープを Electrocardioscannerを用いて， 24時間の記
録をおよそ12分間で言動的に再生，分析処理することのできるまでに発展した。
これが現在蕗床的に広く用いられている Holtersystemである。
著者の E. K.Chungが Avionics社の Holtersyste訟を用いて記室長した100
症例の Holter心霊罰を解説したのが本書である。 この本の巨的は心疾患患者の
診断と治療に役立つ Holter心書留に関する蕗床的知識を身につけることである。
内容は 3部より成り，第 1部は Holter心電図の援路一ーその発震の歴史，装置，
記録上の注意，患者カード， 治療を必要とする不整涯とその治療内容(ベースメ
ーカーと抗不整探剤〉ーーを述べている。ただとの本の第3部に相当する Appen-
dixに11の表が示されているが， 各表は第1部に述べられている内容と一致する
ことから， できれば本文中の該当するところにそれぞれの表を入れる方が，読者
にとっては知議の整理に梗科であるように思う。第 2部は著者の経験した100症例
の Holter心電留と，症例によって辻通常の 12誘導心電菌の呈示と各症例の現病
歴があり， その後に12誘導心電図の診断， および、 Holter心霊園の謂簿診新とそ
の治療の方法について質問の形式をとっている。それぞれの症例の裏の頁に解答
が示されている。 したがって一通りの心電図の知識のある者には不整探診断の手
頃な自諺書にな担うる。内容として辻， 臨床でしばしば経験する不整抵をほぼ網
羅している。すなわち期外収縮，心房細動および粗動，海房および房室ブロック，
上室性および心室性頻拍，議充収縮および韻律， 調機能不全症候群 (Sicksinus 
syndrome)およびアダムス・ストークス発作等である。ここで気付く点は，過半
数の症例で 12誘導心電函が省略されているが， 自f彦書としての性惑を考えると，
やはり全例示してほしい。解説文中で;同機能不全症侯群および房室ブロックに関
する分類用語--advanceSSS，far-advance SSS，advanced or high degree 
AV block一一ーが何等の説明なしに用いられているが，初級から中級向きの自修書
として泣，やは担説明が必要である。著者も述べているように，患者の訴えがあ
っても通常の12誘導心電留に異常所見がなく， Holter心電図によって始めて訴え
と葺接関係のある不整脹の診斯が可龍となった症例が数多く示されている。慾を
云えば， 運動負荷による盈血性心疾患診箭とは異なる面からの Holte主心電図立
よる虚皐性心疾患の診断症例も数多く示して廷しかった。若干の riskのきうるお-
tiveな運動負荷試験に対し， その恐れの全くない passiveとも考えられる Hol-
ter心電図による虚車性心疾患に関する診新ら近年一般的にな予つつある冠動
脈造影済見との対比症例が増すとともに，さらに明確になるものと考えられる。
最後に心電図の自諺書として同じ著者の ECGDiagnosis self assessment E. 
K. Chung，D. K. Chungを本書とあわせ読まれると，本書の理解をより容易に
することを付記する。(小JlI道一)
〈千葉医学部， 278，1980) 
